
団　本　部
団 長 越　田　政　美
副 団 長 三　浦　幸　保
副 団 長 山　㟢　幸　雄
本 部 長 田　 　隆　悦
班 長 岩　㟢　伸　行

第１分団（町方）
分 団 長 一　兜　大　志
副 分 団 長 小　松　則　明
第１部部長 佐々木　展　之
第２部部長 三　浦　　　豊
第３部部長 上　野　典　光
第１部班長 小　林　正　人
第１部班長 佐々木　勝　也
第２部班長 岩　間　洋　一
第２部班長 阿　部　　　広
第３部班長 菊　池　晃　総
第３部班長 中　村　邦　彦

第２分団（安渡・赤浜）
分 団 長 小　國　峰　男
副 分 団 長 小　國　泰　明
第１部部長 鈴　木　　　亨
第２部部長 里　舘　功　美
第３部部長 小豆嶋　洋　次
第１部班長 佐々木　順　一
第１部班長 黒　澤　　　勉
第２部班長 木　村　辰　三
第２部班長 古　舘　康　裕
第３部班長 東　　　博　貴
第３部班長 小豆嶋　敏　明

第５分団（金沢）
分 団 長 三　浦　愼　吾
副 分 団 長 一　兜　　　隆
第１部部長 佐々木　敏　広
第２部部長 佐々木　公　二
第３部部長 佐々木　泰　治
第１部班長 佐々木　重　吾
第１部班長 佐　藤　寿　人
第２部班長 阿　部　正　広
第２部班長 飛　田　雅　文
第３部班長 三　浦　輝　男
第３部班長 三　浦　　　智

第３分団（吉里吉里・浪板）
分 団 長 芳　賀　　　潤
副 分 団 長 猪　股　昭　博
第１部部長 田　中　　　晃
第２部部長 大　森　勝　美
第３部部長 佐　藤　秀　一
第１部班長 田　中　慶　治
第１部班長 前　川　紀　崇
第２部班長 東　谷　輝　一
第２部班長 東　谷　伸　吾
第３部班長 佐　藤　成　一
第３部班長 臺　野　住　相

木　村　亜紀子
（団本部）

内金㟢　大　智
（第１分団第３部）
白　銀　栄　成
（第２分団第2部）
中　村　　　宏
（第3分団第1部）
芳　賀　勇　瑛
（第3分団第1部）
芳　賀　諒　太
（第3分団第1部）
佐　野　智　則
（第3分団第2部）
三　浦　貴　志
（第4分団第1部）

第４分団（小鎚）
分 団 長 八　幡　弘　己
副 分 団 長 阿　部　辰　雄
第１部部長 東　梅　幸　雄
第２部部長 佐々木　勝　義
第１部班長 小　石　　　剛
第１部班長 八　幡　安　彥
第２部班長 佐々木　東　一
第２部班長 佐々木　勝　彦

平成30年度
大槌町消防団
幹部名簿（敬称略）

新 入 団 員

　

６
月
３
日
（
日
）、
大
槌
消
防
署
に
お

い
て
、
平
成
30
年
度
大
槌
町
消
防
演
習
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
晴
れ
渡
る
空
の
下
、
セ
レ
モ
ニ
ー
は
消

防
団
員
の
分
列
行
進
で
ス
タ
ー
ト
。
今
年

度
か
ら
、
大
槌
学
園
、
吉
里
吉
里
学
園
の

児
童
生
徒
で
結
成
さ
れ
た
少
年
消
防
ク
ラ

ブ
の
子
ど
も
た
ち
も
加
わ
り
、
産
直
施
設

だ
ぁ
す
こ
か
ら
、
源
水
大
橋
を
渡
っ
て
大

槌
消
防
署
ま
で
、
勇
壮
な
行
進
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

消
防
団
の
越
田
団
長
は
、
式
の
中
で
、

「
台
風
な
ど
大
規
模
な
災
害
が
多
く
な
っ

て
い
る
現
在
、
消
防
団
活
動
へ
の
期
待
が

高
ま
っ
て
い
る
。
節
度
あ
る
行
動
と
、
気

迫
に
満
ち
た
訓
練
を
心
が
け
る
と
と
も

に
、
消
防
団
、
婦
人
消
防
協
力
隊
、
幼
年・

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
ら
が
心
を
一
つ
に
し

て
、
地
域
防
災
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た

い
」
と
訓
示
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
消
防

活
動
へ
の
功
績
に
対
し
、
消
防
表
彰
が
行

わ
れ
、団
員
な
ど
62
名
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
新
入
団
員
の
任
命
辞
令
交
付
で
は
、
新

た
に
８
名
の
新
入
団
員
に
辞
令
を
交
付
。

代
表
し
て
第
３
分
団
第
１
部
の
芳
賀
諒
太

さ
ん
が
、「
何
人
を
も
恐
れ
ず
良
心
に
従

っ
て
誠
実
に
消
防
の
業
務
を
遂
行
す
る
こ

と
を
固
く
誓
い
ま
す
」
と
声
高
ら
か
に
宣

誓
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
幼
年
消
防
ク

ラ
ブ
、
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
へ
の
纏
（
ま
と

い
）
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち

は
、「
み
ん
な
の
大
切
な
も
の
が
火
事
で

な
く
な
ら
な
い
よ
う
に
」
と
、元
気
に
「
防

火
の
誓
い
」
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
の
最
後
に
は
、
操
法
訓
練

や
放
水
訓
練
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
統
制
の

と
れ
た
動
き
と
、
迫
力
あ
る
放
水
に
、
会

場
に
集
ま
っ
た
多
く
の
人
々
か
ら
歓
声
が

上
が
り
ま
し
た
。

防
火
の
誓
い 

─ 

防
災
へ 

心
を
一
つ
に 

─

1  幼年・少年消防クラブの子どもたち
2  堂々とした分列行進  
3  ラストを飾る一斉放水  
4  辞令を受ける新入団員の面々  
5  分団の代表による放水訓練

�問 大槌消防署 消防係　℡ 0193-42-3121

消防団員・ラッパ隊員を
募集しています！

　大槌町消防団では、消防団員およびラッパ隊員を
随時募集しています。
■入団資格　18歳以上（女性団員も募集します）
※�入団・入隊を希望する人は、お近くの消防団また
は大槌消防署にお問い合わせください。
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